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秋
山
伸
隆
著

『戦
国
大
名
毛
利
氏
の
研
究
』

l
本
書
は
著
者
が
主
に

一
九
八
〇
年
代
に
発
表
し
た
論
文
を
纏
め
た
も

の
で
､
一
部
新
稿
を
含
ん
で
い
る
｡
序
章

｢視
角
と
課
題
｣
で
著
者
は
､

八

〇
年
代
以
降
の
戦
国
大
名
研
究
の
停
滞
状
況
を
打
破
す
る
た
め
と
し

て
､
以
下
の
課
題
を
撞
示
し
て
い
る
｡
室
町
時
代

～
江
戸
時
代
初
頭
を

大
き

な
転
換
期
と
と
ら
え
､
戦
国
大
名
権
力
の
形
成
と
展
開
'
近
世
大

名
へ
の
移
行
過
程
を
具
体
的
に
解
明
す
る
こ
と
t
と
-
わ
け
､
限
ら
れ

●

た
史
料
か
ら
政
策
基
調
を
抽
出
す
る
方
法
に
基
づ
き
碇
出
さ
れ
た
'
検

地

･
耳
高
制
を
基
軸
と
す
る
戦
国
大
名
論
を
'
そ
の
主
要
研
究
対
象
で

あ
る
東
国
大
名
と
は
桁

違
い
に
豊
富
な
史
料
の
あ
る
西
国
大
名
毛
利
氏

の
特
質
を
対
置
す
る
こ
と

に
よ
-
､
方
法
論
的

･
実
証
的
に
批
判
す
る

こ
と
で
あ
る
Q

享

評
者

は
著
者
よ
り
三
歳
年
上
の
同
年
代
だ
が
､
｢東
国
大
名
研
究
の
成

果
を
援
用
し
｣
(本
書
六
頁
)
て
毛
利
領
国
研
究
を
待

っ
た
と
さ
れ
る

｢非
地
元
研
究
者
｣
で
あ
り
､
著
者
か
ら
前
述
の
立
場
に
基
づ
-
様
々

な
批
判
を
い
た
だ
い
た
｡

こ
れ
に
お
答
え
す
る
必
要
が
あ
り
な
が
ら
､

今
日
ま
で
何
も
せ
ず
に
非
礼
を
重
ね
て
き
た
｡
本
誌
編
集
部
よ
り
の
書

評
依
頼
を
機
会
に
､
積
年
の
課
題
を
果
た
し
た
い
と
思
う
｡

二以
下
､
配
列
順
に
本
文
の
内
容
を
紹
介
す
る
｡
第

一
編

｢戦
国
大
名

毛
利
氏
権
力
の
形
成
過
程
｣
第

一
章

｢毛
利
氏
の
国
人
領
主
制
の
展
開
｣

毛
利
氏
は
南
北
朝
期
に
'
近
隣
領
主
と
姻
戚

･
所
領
の
証
人
な
ど
の
関

係
を
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生
え
抜
き
在
地
領
主
と
の
抗
争
や
主
従
化
を
通
じ
て
所
領
を
拡
大
し
た

が
'

一
方
で
所
領
の
相
互
保
全
協
約

･
婚
姻
関
係
な
ど
在
地
領
主
間
の

地
域
的
結
合
が
進
み
'
応
永
の
国
人

一
撰
以
後
も
中
人
制
的
紛
争
解
決

な
ど
が
存
続
し
'
戦
国
大
名
権
力
成
立
の
前
提
と
な
っ
iJ
o

第
二
草

｢毛
利
氏
発
給
の
感
状
の
成
立
と
展
開
｣
毛
利
氏
発
給
の
感

状
は
弘
元
代
の
周
辺
中
小
国
人
宛
が
初
見
だ
が
､
彼
ら
と
は
身
分
的
に

対
等
の
関
係
に
あ
-
書
下
発
給
の
権
限
が
な
か
っ
た
た
め
'
形
式
は
年

号
な
し
の
書
状
で
'同
時
に
守
護
山
名
氏
の
書
下
も
発
給
さ
れ
て
い
る
O

興
元
代
に
は
､
主
従
関
係
の
強
い
者
へ
の
切
放

･
書
下
形
式
の
発
給
が

開
始
さ
れ
た
｡
元
就
代
に
は
'
対
象
が
譜
代
家
臣
全
体
へ
拡
大
さ
れ
､

切
紙
･書
下
形
式
に
統

一
さ
れ
た
感
状
が
大
量
に
発
給
さ
れ
た
｡
元
就
･

隆
元
代
以
降
は
'
書
下
と
の
区
別
が
意
識
さ
れ
た

｢捻
文
｣
の
書
状
が

出
現
す
る
｡
こ
れ
は
'
合
戦
で
の
抜
駆
け
規
制
を
意
図
す
る
毛
利
氏
と

成
功
と
し
て
の
認
定
を
求
め
る
家
臣
と
の
妥
協
の
産
物
で
､
恩
賞
給
付

の
確
実
性
の
低
い

｢臨
機
｣
の
感
状
だ
っ
た
｡
厳
島
合
戦
以
降
～
輝
元

代
に
は
'
恩
賞
に
充
て
る
土
地
が
不
足
し
た
た
め
､
恩
賞
給
付
の
確
実

性
が
高
い
書
下
が
減
少
し
書
状
が
増
加
し
た
｡
第
三
章

｢天
文
二
十
三

年
安
芸
折
敷
畑
合
戦
と
感
状
｣
は
第
二
章
の
前
提
と
な
る
仕
事
で
､
折

敷
畑
合
戦
に
関
L
t
関
連
す
る
感
状
の
史
料
批
判
を
通
じ
て
､
通
説
で

あ
る

｢新
裁
軍
記
｣
の
九
月
十
五
日
説
を
否
定
し
て
六
月
五
日
の

｢明

石
口
合
戦
｣
が
そ
れ
に
あ
た
る
こ
と
を
論
証
L
t
併
せ
て
､
誤
伝
が
通

説
化
し
た
経
緯
を
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
｡

第
二
蘇

｢戦
国
大
名
毛
利
氏
の
権
力
構
造
｣
第

1
章

｢戦
国
大
名
毛

利
氏
の
軍
事
力
編
成
の
展
開
｣
室
町
期
の
軍
役
に
は
､
賦
課
の
妥
当
性

に
関
す
る
社
会
的
観
念

･
慣
習
が
存
在
し
た
｡

一
つ
は
軍
役
と
所
領
と

の
照
応
観
念
で
あ
り
､
賦
課
の
論
理
お
よ
び
負
担
限
定
の
論
理
と
し
て

機
能
し
た
｡
ま
た
､
既
課
さ
れ
る
側
の
利
害
関
心
に
比
例
し
て
幕
府

･

守
護
の
国
家
的
動
員
の
方
が
国
人
領
主
の
独
自
動
員
よ
-
も
負
担
が
軽

く
､

一
般
的
基
準
は
存
在
し
な
か
っ
た
｡
国
人
領
主
期
の
役
蹴
課
は
統

1
的
体
系
を
欠
き
､
軍
役
動
員
実
現
を
保
証
し
た
の
も
数
量
的
基
準
で

は
な
-
毛
利
氏
と
個
々
の
家
臣
の
個
別

･
人
格
的
関
係
だ
っ
た
C
戦
国

大
名
へ
の
転
化
段
階
で
も
役
斌
課
の
基
準
は
統

一
さ
れ
ず
'
軍
役
体
系

は
天
文
末
年
の

｢具
足
さ
ら
へ
｣
を
通
じ
て
成
立
し
た
が
､
具
足
数
は

家
臣
の
所
領
高
と
関
係
し
っ
つ
も
家
臣
の
抵
抗
に
よ
-
著
し
-
個
別
的

だ
っ
た
｡
天
正
期
に
至
っ
て
も
､
在
番
勤
務
は
恩
貨
約
束
と
の
引
啓
で

行
わ
れ
'
軍
事
動
員
は
家
臣
の
自
発
性
と
戦
国
大
名
の
恩
賞
調
達
努
力

に
依
存
し
て
い
た
｡
し
か
も
へ
主
従
関
係
の
個
別
的
編
成
の
強
固
さ
の

た
め
'
恩
賞
は
個
別
交
渉
に
よ
-
決
定
さ
れ
た
Q
豊
臣
政
権
へ
の
服
属

後
の
知
行
高
調
査
で
も
､
在
地
掌
握
度
の
異
な
る

｢古
帳
｣
と

｢検
地
｣

の
併
存
が
容
認
さ
れ
'
依
然
､
検
地
が
毛
利
氏
知
行
制
を
規
定
し
得
な

い
段
階
に
あ

っ
た
｡
そ
れ
が
克
服
さ
れ
る
の
は
惣
国
検
地
の
施
行
!?

よ
っ
て
で
あ
る
0

第
二
幸

｢戦
国
大
名
毛
利
氏
の
軍
事
組
織
｣
大
内
氏
の
一
所
衆
を
制

度
的
に
継
承
し
た
毛
利
氏
の
寄
.#

二

所
衆
制
に
は
'
地
域
支
配
担
当

者
に
よ
る
管
捲
地
内
の
毛
利
氏
給
人
の
組
織
と
､
私
的
関
係
を
前
提
と

す
る
も
の
と
の
二
類
型
が
あ
っ
た
｡

こ
の
制
度
に
は
､

一
時
的
軍
事
組
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織
と
し
て
の
寄
親
の
指
揮
権
の
弱
体
性

･
軍
事
組
織
の
脆
弱
さ
と
､
私

的
関
係
の
緊
密
化

･
事
実
上
の
被
官
化
の
動
き
と
い
う
二
重
の
意
味
で

の
不
安
定
性
が
あ
っ
た
｡
そ
こ
で
毛
利
氏
は
'
寄
親
と

一
所
衆
の
関
係

爪

が
緊
密
化
し
統
制
が
及
ば
な
-
な
る
の
を
防
ぐ
た
め
､
元
亀
三
年
の
｢毛

利
氏
掠
｣
で
､
与
力

一
所
の
者
の
公
儀

へ
の
帰
属
'
寄
親
に
よ
る
与
力

一
所
の
者
の
給
地
明
所
裁
判
の
禁
止
を
規
定
し
た
｡
天
正

･
慶
長
期
に

は
､
強
化
さ
れ
た
大
名
権
力
の
主
導
に
よ
り
､
寄
親
に
輝
元
側
近
や
奉

行
人
が
増
え
､

一
所
衆
の
被
官
化
が
公
認
さ
れ
､
編
成
規
模
も
大
き
-

な
っ
た
｡
こ
れ
を
基
礎
と
し
て
近
世
的
な
組
編
成
が
進
め
ら
れ
た
｡

第
三
章

｢戦
国
大
名
毛
利
氏
と
鉄
砲
｣
毛
利
氏
の
鉄
砲
衆
の
編
成
に

は
､
名
字
を
持
つ
侍
の
所
属
部
隊
へ
の
個
別
参
加
と
､
中
間

･
小
者
に

よ
る
小
規
模
な
戦
闘
集
団
と
が
あ

っ
た
｡
初
期
に
は
前
者
に
比
重
が

あ
っ
た
が
､
後
者
は

｢鉄
砲
は
な
じ
の
中
間
衆
｣
か
ら

｢鉄
砲
衆
｣
へ

と
特
化
し
､
豊
臣
期
で
は
二
〇
人
程
度
の
組
編
成
と
な
っ
た
｡
鉄
砲
衆

の
運
用
は
､
小
規
模
集
団
を
随
時
編
成
し
分
国
境
界
方
面
の
城
へ
配
置

す
る
場
合
が
多
か
っ
た
｡
こ
れ
は
'
龍
城
衆
に
対
し
誠
意
を
示
す
心
理

的
効
果
を
狙
っ
た
も
の
で
､
軍
事
動
員
に
お
け
る
人
格
的
信
頼
関
係
の

重
要
性
を
物
語
っ
て
い
る
｡
輝
元
段
階
に
は
､
戦
国
大
名
的
軍
事
力
編

成
か
ら
の
脱
却
を
目
指
し
'
集
中
的
運
用
に
よ
る
軍
事
的
効
果
優
先
へ

の
転
換
が
図
ら
れ
た
O

第
三
編

｢戦
国
大
名
毛
利
氏
の
領
国
支
配
｣
第

1
章

｢戦
国
大
名
の

『境
目
』
と

『半
納
ヒ

故
国
期
の
史
料
に
出
て
-
る

｢半
納
｣
と
い

う
語
に
は
､
新
征
服
地
支
配
開
始
な
ど
の
際
の
年
貢
減
免
措
置
の
意
味

も
あ
る
が
､
領
主
側
の
配
分
次
元
で
も
用
い
ら
れ
'
特
に

｢境
目
｣
で

の
敵
味
方
へ
の
半
分
ず
つ
の
納
入
と
い
う
用
法
が
注
目
さ
れ
る
C
こ
う

し
た
方
式
は
､
戦
国
大
名
の
軍
事
力
の
脆
弱
性
か
ら
-
る
軍
事
力
の
均

衡
'
在
地
の
一
定
の
自
立
性
に
よ
る

｢境
目
｣
の
両
属
的
性
格
､
中
世

的
な
折
半
的
思
考
に
よ
る
敵
味
方
の
妥
協
の
受
け
入
れ
に
よ
-
､
広
-

選
択
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
.

第
二
章

｢郡
山
城
絵
図
の
基
礎
的
考
察
｣
近
世
に
作
成
さ
れ
た
郡
山

城
絵
図
は
､
城
郭
を
近
世
城
郭
の
イ
メ
ー
ジ
で
類
型
化
し
て
い
る
が
､

家
臣
屋
敷
は
輝
元
時
代
の
配
置
を
正
確
に
反
映
し
て
お
り
'
直
属
家
臣

団
の
配
置
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
'
洋
主
毛
利
氏
と
彼
ら

の
子
孫
と
の
関
係
を
再
確
認
す
る
こ
と
に
作
成
日
的
が
あ
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
Q
第
三
章

｢郡
山
城
と
そ
の
城
下
の
構
造
｣
(新
稿
)
は
'
文

献
資
料
に
よ
-
郡
山
城
･城
下
の
構
造
の
復
元
を
試
み
た
も
の
で
'
城
･

城
下
の
政
治
的

･
経
済
的
棟
能
の
集
中

･
強
化
を
指
摘
し
'
特
に
天
正

十
年
代
前
半
に
城

･
城
下
の
整
備
が
進
ん
だ
こ
と
を
､
城
主
の
権
威
の

象
徴
と
し
て
の
政
治
的
意
義
の
強
化
と
し
て
'
広
島
築
城
と
連
続
的
に

位
置
付
け
て
い
る
｡

第
四
章

｢戦
国
大
名
毛
利
氏
の
流
通
支
配
の
性
格
｣
対
外
貿
易
や
水

運
を
特
徴
と
す
る
西
国
で
は
'
中
世
後
期
の
分
業
流
通
は
個
別
領
主
の

支
配
領
域
で
完
結
せ
ず
'
畿
内
と
地
方
'
地
方
港
湾
都
市
と
周
辺
農
村

と
が
水
運
に
よ
-
結
合
し
て
い
た
｡
そ
れ
に
対
応
し
､
有
力
商
職
人
に

対
す
る
国

･
郡
単
位
で
の
統
轄
棒
付
与
と
役
徴
収
な
ど
守
護
大
名
に
よ

る
広
域
的
流
通
支
配
が
'
国
人
領
主
の
狭
域
的
流
通
支
配
を
包
摂

･
容
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認
す
る
形
で
成
立
し
て
い
た
o
毛
利
氏
は
こ
れ
を
継
承
し
､
拠
点
都
市

や
要
港
に

1
門

･
譜
代
を
配
置
し
て
地
子

･
交
通
税
を
朕
課
し
っ
つ
'

海
辺
の
領
主
層
の
局
地
的
浦
支
配
権
を
容
認

･
統
轄
し
た
｡
商
職
人
に

対
し
て
は
'
座
の
司

･
棟
梁
に
任
命
し
た
有
力
者
を
通
じ
統
制

･
営
業

税
徴
収
を
行
う

一
万
㌧
場
を
統
轄
す
る
町

･
市
日
代
を
任
命
し
て
屋
敷

銭

･
夫
役
を
徴
収
さ
せ
､
両
者
を
奉
行

･
郡
司
が
統
轄
し
た
｡
こ
う
L

JJ
毛
利
氏
は
'
独
自
財
源
と
嶺
国
内
の
先
進
的
経
済
力
を
掌
握
し
'
領

主
諸
層
に
対
す
る
軍
事
的

･
経
済
的
優
位
性
を
確
保
し
た
C
財
政
運
用

に
お
い
て
も
'
新
興
商
人
を
倉
本
に
取
り
立
て
領
主
米
の
管
理

･
運
用

を
委
託
し
っ
つ
利
潤

･
債
権
の
保
護
な
ど
営
業
特
権
を
保
証
し
'
そ
の

見
返
り
と
し
て
公
領
年
貢

･
反
銭
を
担
保
に
米
銭
を
借
用
し
膨
大
な
戦

費
を
調
達
し
た
O
さ
ら
に
豊
臣
大
名
化
に
よ
り
､
軍
事
動
員
の
圧
力
を

通
じ
て
国
衆
領
へ
の
支
配
を
浸
透
さ
せ
､
関
銭
賦
課
権
の
否
定
な
ど
統

合
強
化
を
進
め
た
｡

第
五
章

｢惣
国
検
地
の
実
施
過
程
｣
惣
国
検
地
の
前
提
と
し
て
給
人
.

百
姓
よ
り
持
出
が
提
出
さ
れ
た
｡
検
地
は
郡
別
に
任
命
さ
れ
た
検
地
奉

行
の
指
揮
下
に
検
地
役
人
が
三
人

一
組
で
村
単
位
に
実
施
し
'
国
衆
領

で
も

一
筆
ご
と
に
行
わ
れ
た
｡
検
地
帳
は
二
部
作
成
さ
れ
､

一
部
は
吉

田

(後
に
広
島
)
に
送
ら
れ
､

一
部
は
現
地
に
保
管
さ
れ
給
地
ご
と
に

名
寄
せ
さ
れ
て
給
人
に
渡
さ
れ
た
｡

打
渡
で
は
'
宛
行
状

･
打
波
状

･

坪
付
が
交
付
さ
れ
た
｡
坪
付
に
署
判
す
る
打
渡
奉
行
は
検
地
奉
行
と

一

致
し
､
日
下
に
実
務
責
任
者
が
署
判
を
加
え
内
藤
元
栄
ら
統
轄
責
任
者

が
連
署
し
た
｡
天
正
十
九
年
九
月
以
降
'
朝
鮮
侵
略
の
軍
事
動
貞
態
勢

強
化
に
向
け
て
大
幅
な
知
行
替
や
寺
社
領
没
収
を
推
進
す
る
た
め
､
打

渡
実
施
体
制
が
変
化
し
有
力
家
臣
宛
の
八
人
連
署
と

1
般
家
臣

･
寺
社

宛
の
四
人
連
署
の
打
波
状
が
発
給
さ
れ
た
O
そ
れ
を
主
導
し
た
の
は
穂

田
元
晴

･
安
国
寺
恵
竣
ら
年
寄
で
'
内
藤
元
栄
は
統
轄
責
任
者
の
地
位

を
喪
失
し
た
｡

第
六
章

｢戦
国
大
名
毛
利
氏
領
国
の
支
配
構
造
｣
守
護
公
権
を
持
た

な
い
国
人
領
主
出
自
の
毛
利
氏
は
､
国
家
的
支
配
の
た
め
様
々
な
施
策

を
と
っ
た
｡
防

･
長

･
雲
の
国
衆
に
対
し
て
は
大
内

･
尼
子
氏
の
国
支

配
を
継
承
し
た
が
'
芸

･
備

･
石
の
国
衆
に
対
し
て
は
椿
姫
等
の
人
格

的
関
係
に
よ
乃
補
強
す
る
必
要
が
あ
っ
た
o
寺
社
に
対
し
て
は
､
大
内

氏
の
保
護
政
策
を
踏
襲
し
て
支
配
の
正
当
性
の
根
拠
と
し
､
国
家
安
全

の
祈
祷
や
半
済

･
陣
夫
等
の
役
を
義
務
づ
け
､
不
入
植
を
否
定
し
て
陣

夫
徴
発
を
優
先
さ
せ
た
｡
農
民
に
対
し
て
は
'
｢公
儀
｣
と
し
て
地
下

人
へ
の
軍
勢
の
狼
藷
を
禁
止
し
､
郡
司
や
寺
社
領
主
非
分
を
抑
制
し
た

が
'
国
衆
ら
家
臣
の
給
地
支
配
に
は
規
制
を
加
え
ら
れ
な
か
っ
た
O
ま

た
'
軍
法
や
郡
御
法
度

･
防
長
法
度
な
ど
広
範
な
内
容
の
個
別
法
を
制

定
し
領
国
支
配
の
私
的
性
格
の
克
服
に
努
力
し
っ
つ
､
五
人
奉
行
制
と

い
う
行
政
機
構
を
整
備
し
､
大
内
氏
の
先
例
を
継
承
し
て
発
給
文
書
の

体
裁
を
整
え
た
｡
当
初
奉
行
人
は
譜
代
出
身
者
で
占
め
ら
れ
た
が
､
輝

元
期
に
は
当
主
の
信
任
す
る

｢成
り
上
が
-
｣
者
が
､
行
政
実
務
能
力

と
地
縁

･
血
縁
か
ら
の
自
由
に
よ
り
登
用
さ
れ
'
代
官

･
草
億
な
ど
の

中
下
級
役
人
に
は
中
間

･
小
者
出
身
者
す
ら
登
用
さ
れ
た
｡
さ
ら
に
'

天
皇
･将
軍
の
権
威
を
利
用
し
た
身
分
序
列
化
を
意
図
し
､
自
ら
官
位
･
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守
護
職
を
獲
得
し
っ
つ
､
国
衆
へ
の
官
途
授
与
を
推
挙
し
､
口
宣
案
と

御
内
昔
と
い
う
授
与
形
式
の
違
i
に
よ
り
差
別
化
し
た
.
し
か
し
'

1

字
と
官
途
を
授
与
す
る
家
中
に
対
し
､
身
分
的
に
同
格
な
国
衆
へ
は

一

i

字
授
与
と
官
途
推
挙
に
止
ま
っ
た
｡
こ
れ
は
豊
臣
政
権
下
の
叙
位
任
官

に
よ
っ
て
克
服
さ
れ
'
旧
来
の
系
譜
や
家
格
に
と
ら
わ
れ
な
い
新
た
な

家
中
の
身
分
秩
序
が
形
成
さ
れ
た
｡
毛
利
氏
の
領
国
支
配
は
豊
臣
期
に

至
-
確
立
す
る
が
､
そ
れ
は
天
下
=
豊
臣
政
権
の
下
の
一
国
家
で
あ
っ

た
.三本

書
の
第

一
の
特
徴
は
'
著
者
自
身
も
自
負
す
る
よ
う
に
'
史
料
博

捜
･鋭
い
史
料
批
判
に
よ
-
戦
国
社
会
の
諸
相
を
鮮
や
か
に
描
き
出
す
'

実
証
的
手
法
の
見
事
さ
で
あ
る
｡
第

一
偏
第
二
章
で
は
､
感
状
の
古
文

書
学
的
分
類

･
分
析
を
通
じ
'
主
従
関
係

･
戦
闘
方
式
の
実
態
が
リ
ア

ル
に
再
現
さ
れ
て
い
る
｡
第

一
編
第
三
章
も
'
著
者
の
史
料
批
判
能
力

が
遺
憾
な
く
発
揮
さ
れ
､
｢謎
解
き
｣
の
面
白
さ
を
満
喫
さ
せ
て
-
れ
る
｡

第
二
編
集
三
幸
は
､
重
要
性
Q
.割
に
数
少
な
い
鉄
砲
衆
に
関
す
る
実
証

的
研
究
で
あ
-
､
殊
に
運
用
に
関
す
る
独
自
の
着
目
は
鋭
-
､
最
近
で

も
荒
垣
恒
明
氏
に
よ
-
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
(｢戦
国
期
に
お
け
る
鉄

砲
の
機
能
に
つ
い
て
｣
『人
民
の
歴
史
学
山

一
五
四
号
'
二
〇
〇
三
年
'

参
照
)
｡
但
し
'
荒
垣
氏
も
述
べ
る
よ
う
に
､
｢分
散
か
ら
集
中
へ
｣
と

い
う
発
展
方
向
に
は
疑
問
が
あ
る
｡
第
三
編
第

一
章
も
､
言
葉
に
対
す

る
セ
ン
ス
を
感
じ
さ
せ
る
作
品
で
､
近
年
注
目
を
集
め
て
い
る
｢境
目
｣

論
の
先
駆
と
も
い
え
る
業
績
で
あ
る
｡
但
し
､
｢
二
重
成
し
｣
の
場
合

も
あ
る
の
で
､
｢半
納
｣
が
成
立
す
る
条
件
は
絶
対
的
で
は
な
い
よ
う

に
思
わ
れ
る
｡

第
二
の
特
徴
は
､研
究
状
況
に
対
す
る
目
配
-
が
良
-
'大
き
な
テ
ー

マ
に
関
す
る
包
括
的
議
論
が
展
開
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
｡
第

一
編

第

一
章
で
は
､
毛
利
氏
の
国
人
領
主
制
の
展
開
を
周
辺
在
地
領
主
層
と

の
関
係
の
中
で
手
際
よ
-
跡
付
け
て
い
る
｡
第
三
編
第
四
草
で
は
流
通

支
配
を
総
括
的
に
論
じ
て
い
る
が
'
流
通
構
造
の
重
層
性
を
踏
ま
え
'

そ
こ
で
の
大
名
の
独
自
の
立
場
が
統
合
の
条
件
と
な
っ
て
い
た
と
い
う

重
要
な
静
摘
を
行
っ
て
い
る
.
第
三
編
第
六
章
は
､
国
家
論
的
観
点
か

ら
の
領
国
支
配
の
特
質
を
総
括
的
に
論
じ
て
お
-
'
発
表
時
点

(
一
九

八
五
年
)
か
ら
し
て
先
駆
的
業
績
と
い
え
る
｡

第
三
の
特
徴
は
､
序
章
で
提
示
し
た
課
題
に
応
え
て
､
毛
利
氏
の
領

国
支
配
の
特
質
を
具
体
的
に
論
じ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
O
そ
こ
で
は
'

国
人
領
主
を
出
自
と
す
る
毛
利
氏
が
､
他
の
国
人
領
主
と
の
地
域
的
結

合
関
係
や
'
先
行
す
る
大
内

･
尼
子
氏
の
守
護
公
権
に
基
づ
く
支
配
な

ど
'
前
代
か
ら
の
関
係
を
継
承
し
､
ま
た
'
天
皇

･
将
軍
権
威
に
依
存

し
て
い
た
こ
と
が
重
視
さ
れ
'
こ
う
し
た
支
配
の
限
界

･
不
安
定
性
が

強
調
さ
れ
て
い
る
o
こ
れ
ら
の
問
題
は
'
豊
臣
大
名
化
と
り
わ
け
惣
国

検
地
の
実
施
に
よ
っ
て
克
服
さ
れ
'
領
国
支
配
が
確
立
す
る
も
の
と
さ

れ
る
o
こ
う
し
て
'
戦
国
期
と
豊
臣
期
と
を
断
絶
的
に
と
ら
え
る
立
場

か
ら
､
政
策
基
調
論
に
基
づ
い
た
戦
国
大
名
像
に
対
す
る
ア
ン
チ
テ
-
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ゼ
が
提
示
さ
れ
て
い
る
C

四以
上
の
点
を
確
認
し
た
上
で
'
評
者
が
感
じ
た
疑
問
や
不
満
､
お
よ

び
'評
者
へ
の
批
判
に
対
す
る
現
在
の
考
え
を
述
べ
る
こ
と
と
し
た
い
｡

第
二
編
第

l
章
は
'
東
国
大
名
の

｢貫
高
利
｣
的
編
成
と
は
異
な
る

毛
利
氏
の
軍
事
力
編
成
の
特
質
を
論
じ
た
も
の
で
､
明
示
し
て
は
い
な

い
が
､
評
者
の

｢
一
所
衆
所
帯
注
文
｣
を
軍
役
基
準
高
を
列
記
し
た
も

の
と
す
る
解
釈
を
批
判
し
て
い
る
｡
確
か
に
こ
れ
は
基
準
貫
高
の
検
出

に
目
を
奪
わ
れ
て
犯
し
た
誤
り
で
､
著
者
の
見
解
に
従
い
た
い
｡
し
か

し
､
戦
国
期
と
豊
臣
期
と
の
違
い
が
強
調
さ
れ
て
い
る
が
､
戦
国
大
名

毛
利
氏
の
軍
事
動
員
強
化

･
安
定
化
の
た
め
の
基
準
貫
高
設
定

.
貫
徹

へ
の
努
力
は
'
そ
れ
な
-
に
評
価
す
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
｡
そ
も

そ
も
基
準
が
存
在
し
な
け
れ
ば
､
｢古
給
｣
･
｢新
給
｣
は
問
題
に
な
る

ま
い
｡
だ
か
ら
と
い
っ
て
'
基
準
貫
高
さ
え
決
定
す
れ
ば
よ
い
と
主
張

す
る
も
の
で
は
な
い
｡
軍
役
内
容
は
大
名
と
家
臣
と
の
力
関
係
が
決
定

す
る
問
題
で
あ
り
'
恩
賞
約
束
な
ど
に
よ
-
家
臣
の

｢自
発
性
｣
を
引

き
出
す
の
が
重
要
な
こ
と
は
'
以
前
よ
-
強
調
し
て
い
る
と
お
-
で
あ

る
｡
逆
に
,
豊
臣
政
格
に
服
属
し
検
地
を
実
施
し
て
も
安
定
的
軍
役
動

員
が
約
束
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
｡
豊
臣
政
権
の
軍
役
体
系
に
お
い
て

も
'
石
高
や
軍
役
量
は

｢太
閤
検
地
｣
の
実
施
に
よ
-
自
動
的
に
決
ま

る
の
で
は
な
-
'
豊
臣
政
権
と
大
名
､
大
名
と
家
臣
と
の
力
関
係

=
個

別
的
事
情
に
よ
っ
て
い
る
の
で
あ
る

(拙
稿

｢荘
園
の
消
滅
と
太
閤
検

地
｣
網
野
善
彦
他
編

『講
座
日
本
荘
園
史
4
｣
古
川
弘
文
館
､

一
九
九

九
年
参
照
)
0

第
二
編
第
二
章
は
､
寄
親

･.
一
所
衆
制
の
検
討
を
通
じ
毛
利
氏
家
臣

団
に
お
け
る
人
格
的
関
係
の
重
要
性
と
編
成
の
不
安
定
性
を
主
張
し
た

も
の
だ
が
'
不
安
定
性
が
過
度
に
強
調
さ
れ
て
は
い
な
い
か
｡
そ
の
理

由
と
し
て
寄
親
-

一
所
衆
の
被
官
関
係
へ
の
転
化
が
挙
げ
ら
れ
､
｢
1

所
｣
関
係
の
前
提
に
私
的
関
係
が
存
在
し
た
こ
と
が
原
因
の
一
つ
と
さ

れ
て
い
る
｡
【今
川
仮
名
目
録
』
に

｢恩
顧
の
与
力
｣
と
い
う
規
定
が

あ
る
の
で
一
般
に
そ
う
し
た
類
型
を
想
定
は
で
き
る
が
'
示
さ
れ
た
事

例
が
そ
れ
に
当
て
供
ま
る
の
か
疑
問
で
あ
る
｡
高
山
兵
部
丞
は

｢
一
所

同
前
｣
と
い
う
特
例
で
あ
-
､
神
田
元
忠
の

｢
一
所
｣
も

｢無
儀
走
｣

衆
に
は

｢暇
｣
が
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
Q
山
代
五
ケ
の
小
領
主
層
が
坂

元
祐
の
1
所
衆
と
な
っ
た
の
は
'
坂
が
五
ケ
代
官
に
な
っ
た
が
ゆ
え
で

あ
る
｡
軍
事
組
織
と
し
て
の
不
安
定
性
に
つ
い
て
も
､
寄
親
の
軍
事
指

揮
権
の
弱
体
性
の
論
拠
が
示
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
｡

一
方
で
は

寄
親
と
の
結
び
つ
き
の
強
化
が
強
調
さ
れ
て
い
る
の
で
､
こ
れ
は

｢当

座
の
与
力
｣
の
場
合
か
も
知
れ
な
い
が
｡
こ
れ
ら
は
､
寄
親
1

1
所
関

係

一
般
の
特
徴
な
の
だ
ろ
う
か
｡
毛
利
氏
の
領
国
支
配
体
制
と
結
び
つ

.3
て
編
成
き
れ
た
寄
親
-
1
所
衆
制
の
家
居
統
制
上
の
独
自
の
意
義

を
'
も
っ
と
評
価
し
て
良
い
よ
う
に
思
え
る
0

第
三
痴
第
四
章
で
は
守
護
大
名
の
流
通
支
配
の
継
桑
面
が
重
視
さ
れ

て
い
る
が
'
流
通
経
済
の
発
展
に
対
応
し
た
新
た
な
展
開
も
評
価
す
べ
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き
で
は
な
い
か
Q大
森
銀
山
の
開
発
に
刺
激
さ
れ
た
貿
易
の
拡
大
な
ど
､

一
六
世
紀
に
広
域
的
流
通
の
地
域
社
会
に
と
っ
て
の
意
味
が
以
前
に
も

増
し
て
重
要
化
し
て
お
り
'
長
谷
川
博
史
氏
が

『戦
国
大
名
尼
子
氏
の

l

研
究
』
(吉
川
弘
文
館
'
二
〇
〇
〇
年
)
で
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
'

秩
序
維
持
に
お
け
る
大
名
の
役
割
も
変
化
し
て
い
る
の
で
あ
る
O
そ
れ

が
､
同
車
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
新
興
商
人
の
台
頭
や
､
彼
ら
の

｢倉
本
｣

へ
の
編
成
を
通
じ
た
大
名
財
政
の
優
位
性
強
化
､
あ
る
い
は
'
第
三
章

で
指
摘
さ
れ
て
い
る
城
下
町
支
配
の
独
自
の
発
展
と
結
び
つ
く
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
O

第
三
編
第
五
草
で
は
'
豊
臣
期
毛
利
権
力
の
行
政
機
構
の
性
格
を
論

じ
た
評
者
の
論
文
が
全
面
的
に
批
判
さ
れ
て
い
る
｡
周
到
な
実
証
分
析

に
基
づ
い
た
議
論
で
あ
り
､
従
う
べ
き
点
も
多
い
｡
ま
ず
､
国
衆
へ
の

打
波
状
に
記
さ
れ
た

｢指
堕
別
｣
-e
文
言
か
ら
､
彼
ら
の
所
領
に
対
し

て
は

7
筆
ご
と
の
検
地
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
と
推
定
し
た
の
は
誤
り
で

あ
り
､
指
出
高
=
当
知
行
高
分
の
み
の
宛
行
と
い
う
意
味
に
と
る
べ
き

で
あ
る
｡
こ
う
し
た
､
指
出
徴
収
1
検
地
実
施

･
増
分
打
出
し
1
当
知

行
高
分
の
宛
行
=
実
質
的
削
減
と
い
う
方
式
は
織
豊
政
権
が
既
に
行
っ

て
お
-
､
豊
臣
姓
を
授
与
さ
れ
た
奉
行
人
等
が
政
策
を
学
習
し
た

｢成

果
｣
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
｡
次
に
､
打
渡
坪
付
の
発
給
主
体
が
多
様

･

複
雑
な
こ
と
か
ら
､
そ
こ
に
給
人
と
の
特
定
の
人
的
関
係
を
想
定
し
た

の
に
付
し
､
打
渡
奉
行
は
あ
く
ま
で
検
地
実
務
責
任
者
で
あ
り
'
多
様
･

複
雑
性
は
同

一
村
内
で
の
複
数
の
奉
行
の
分
担
に
よ
り
生
ま
れ
る
､
人

的
結
合
関
係
は
打
渡
坪
付
発
給
以
前
の
知
行
内
容
を
め
ぐ
る
問
題
の
解

決
の
た
め
に
こ
そ
利
用
さ
れ
て
い
る
と
し
て
い
る
O
評
者
の
論
文
は
間

蒐
捷
起
的
試
論
で
あ
り
'
実
証
精
度
か
ら
い
っ
て
も
著
者
の
見
解
に
分

が
あ
る
｡
た
だ
敢
え
て
弁
明
す
れ
ば
､
後
の
兼
重
蔵
田
検
地
や
三
井
蔵

円
検
地
で
は
よ
り
統

一
的
な
打
渡
体
制
が
と
ら
れ
て
お
り
､
検
地

･
打

渡
実
務
レ
ベ
ル
だ
ろ
う
が
､
惣
国
検
地
で
の

｢官
僚
制
的
行
政
機
構
｣

と
は
段
階
差
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
｡
ま
た
著
者
は
'
八
人
連
署

･
四
人

連
署
の
打
波
状
の
特
殊
性

･
目
的
の
限
定
性
と
い
う
評
者
の
見
解
を
批

判
し
て
い
る
が
､
問
題
は
'
打
波
状
が
宛
布
状
と
同
レ
ベ
ル
の
､
宛
行

状
に
代
わ
る
も
の
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
O
論
文
で
も
述
べ
た

よ
う
に
､
船
役
文
言
付
き
の
打
波
状
で
対
象
と
な
っ
て
い
る
二
百
石
は

宛
行
わ
れ
た
給
分
の
全
て
で
は
な
い
O
著
者
も
指
摘
す
る
朝
鮮
侵
略
に

向
け
た
軍
事
動
員
態
勢
強
化
の
l
環
と
し
て
'
宛
行
状
と
は
違
う
特
殊

な
目
的
で
発
給
さ
れ
た
と
い
う
の
が
評
者
の
主
張
で
あ
る
｡

四
人
連
署

の
打
波
状
に
船
役
負
担
命
令
以
外
の
も
の
が
存
在
す
る
こ
と
は
､
こ
の

点
を
否
定
す
る
も
の
で
は
あ
る
ま
い
｡
そ
も
そ
も
'
打
波
状
は
す
べ
て

の
給
人
に
発
給
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
｡
評
者
の
論
文
は
､
論
旨
の
展
開

に
欠
陥
が
多
-
含
ま
れ
て
い
る
が
､
官
僚
制
的
行
政
組
織
の
未
整
備

･

権
限
の
限
界
性
､
人
的
結
合
関
係
の
重
要
性
と
い
う
問
題
提
起
の
意
味

は
失
わ
れ
て
い
な
い
と
思
っ
て
い
る
｡

第
三
編
弟
大
草
で
は
'
国
衆
に
対
す
る
官
途
授
与
権
の
欠
如
か
ら
､

毛
利
氏
と
彼
ら
と
の
身
分
的
同
格
性
が
主
張
さ
れ
て
い
る
が
､
形
式
的

権
限
で
い
え
ば
守
護
職
凍
得
が
官
途
授
与
権
に
つ
な
が
ら
な
い
の
は
当

姓
で
あ
る
｡■
重
要
な
の
は
推
挙
権
を
握
っ
た
こ
と
で
あ
り
'
官
位
上
で
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も
毛
利
家
当
主
と
国
衆
と
は
差
別
化
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
｡
そ
も
そ

も
､

1
字
授
与
自
体
が
身
分
的
格
差
を
示
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
｡
し
た
が
っ
て
'
豊
臣
期
の
武
家
官
位
制
と
の
相
違
は
､
こ
の
面

で
は
相
対
的
だ
っ
た
と
い
え
よ
う
｡
(拙
稿

｢武
家
官
位
制
再
論
｣
『日

本
歴
史
』
五
七
七
号
'

一
九
九
六
年
参
照
)

戦
国
大
名
は
'
そ
の
特
質
か
ら

一
律
の
支
配
制
度
を
全
領
国
に
貰
徹

さ
せ
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
｡
政
策
基
調
に
収
赦
さ
せ
る
議
論
が
実
態

と
禿
離
し
た
領
国
像
を
措
き
､
戦
国
大
名
研
究
の
停
滞
状
況
を
招
い
た

こ
と
も
確
か
で
あ
る
｡
し
か
し
､
近
世
幕
藩
制
的
支
配
が
戦
国
大
名
の

達
成
を
踏
ま
え
て
生
み
出
さ
れ
る
以
上
､
多
様
な
実
態
を
具
体
的
.

実

証
的
に
対
置
さ
せ
る
だ
け
で
は
歴
史
的
位
置
づ
け
に
は
不
十
分
で
あ

-
､
そ
れ
ら
を
給
合
し
た
領
国
像
を
提
示
す
る
必
要
が
あ
る
｡
そ
の
際

の
評
価
の
基
準
が
､
著
者
の
場
合
は
近
世
大
名
に
置
か
れ
､
上
か
ら
の

領
国
編
成
の
権
限

･
制
度

I
形
式
な
ど
の
視
点
か
ら
'
守
護
か
ら
近
世

大
名
へ
の
過
渡
的
権
力
だ
っ
た
と
い
う
結
論
が
導
か
れ
て
い
る
印
象
が

あ
る
C
こ
れ
は
'
政
策
基
調
論
と
視
点

･
基
準
を
共
有
し
た
裏
返
し
の

評
価
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
｡

評
者
に
は
､
社
会
と
の
関
係
を
よ
り
意
識
し
た
視
点
か
ら
の
評
価
が

必
要
に
思
わ
れ
る
O
す
な
わ
ち
'
室
町
時
代
か
ら
江
戸
時
代
初
頭
を
転

換
期
と
す
る
意
味
､
そ
れ
と
戦
国
大
名
権
力
の
形
成

･
展
開
と
の
関
わ

勺
､
そ
れ
が
近
世
大
名
へ
と
移
行
す
る
理
由
な
i
)を
､
ま
さ
に
西
国
社

会
の
特
質
を
跨
ま
え
て
明
示
す
る
こ
と
で
あ
る
｡
こ
う
し
た
､
転
換
期

の
社
会
が
撞
起
す
る
国
家
的
課
題
に
毛
利
氏
は
ど
う
対
応
し
た
の
か
と

い
う
視
点
か
ら
す
れ
ば
t
よ
り
歴
史
的
な
見
方
が
で
き
る
と
思
わ
れ
る

の
で
あ
る
｡
著
者
も
言
葉
を
慎
重
に
使
い
､
大
内

･
尼
子
氏
を
単
純
に

守
護
と
言
い
換
え
て
は
お
ら
ず
､
歴
史
段
階
に
対
す
る
何
ら
か
の
見
解

を
有
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
0
し
か
し
､
序
章
で
戦
国
大
名

･
毛
利
氏

研
究
史
が
概
観
さ
れ
て
い
る
も
の
の
､
自
説
が
積
庵
的
に
展
開
さ
れ
て

お
ら
ず
明
確
に
理
解
で
き
な
い
の
が
残
念
で
あ
る
｡

既
述
の
よ
う
に
､
著
者
の
史
料
博
捜

･
鋭
い
実
証
分
析
は
､
評
者
を

様
々
に
啓
蒙
し
て
-
れ
た
O
に
も
拘
わ
ら
ず
､
こ
の
よ
う
な
言
辞
を
弄

す
る
の
は
恒
舵
た
る
も
の
が
あ
る
が
､
著
者
が
明
ら
か
に
し
た
毛
利
領

国
の
特
質
を
踏
ま
え
'
さ
ら
に
稔
合
的
な
戦
国
大
名
論

･
戦
国
期
社
会

論
が
展
開
さ
れ
る
こ
と
へ
の
期
待
を
込
め
て
'
敢
え
て
述
べ
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
｡

吉
川
弘
文
館
､

1
九
九
八
年
十
二
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刊

二
八
七
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八
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